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２
０
２
５
年
度
を
歩
み
出
し
て

二
ヶ
月
。
新
私
学
法
が
施
行
さ

れ
、
同
盟
に
加
盟
す
る
多
く
の
法

人
で
も
、
そ
れ
に
対
応
し
た
寄
附

行
為
や
諸
規
程
を
新
た
に
制
定
、

適
用
し
、
当
惑
す
る
こ
と
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
拝
察
し
ま
す
。

ま
た
熟
慮
の
末
に
、
重
い
決
断
を

な
さ
っ
た
友
校
の
こ
と
も
覚
え
ま

す
。
全
て
の
法
人
の
上
に
、
天
よ

り
の
祝
福
と
導
き
が
豊
か
に
ご
ざ

い
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

　
新
私
学
法
の
述
べ
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
改
革
が
示
す
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を

堅
固
に
し
て
、
想
定
さ
れ
る
リ
ス

ク
を
回
避
し
、
公
器
と
し
て
の
教

育
機
関
を
運
営
す
る
仕
組
み
を
構

築
す
る
必
要
に
つ
い
て
、
そ
の
重

要
性
は
認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。
も

ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
。
私
の
仕
え
る
神
戸
女
学
院
は

本
年
が
創
立
一
五
〇
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。
規
程
等
の
改
正
作
業
は

い
わ
ゆ
る
少
子
化
や
女
性
大
学
離

れ
の
影
響
も
あ
り
、
学
校
の
在
り

方
を
見
直
す
時
期
と
も
重
な
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
新
私
学
法
の

求
め
に
取
り
組
む
中
、
建
学
の
精

神
を
活
か
す
こ
と
を
念
頭
に
、
法

人
組
織
を
ス
リ
ム
化
し
迅
速
な
決

定
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
検

討
を
重
ね
ま
し
た
。
一
連
の
作
業

を
通
し
て
、
改
め
て
教
育
の
理
念

と
し
て
、
専
門
的
な
知
識
と
教
養

を
修
得
し
、
他
者
に
仕
え
る
想
い

を
身
体
の
一
部
と
す
る
人
を
送
り

出
す
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
学
校
全

般
に
共
通
す
る
目
標
を
見
極
め
ま

す
。
そ
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
指
数
に
お
い
て
課
題
山
積
の
社

会
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ

で
果
た
す
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
る

固
有
の
使
命
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
女
性
の
教
育
機
関
は
、
維
新
直

後
に
は
教
育
の
場
を
提
供
す
る
こ

と
を
重
視
し
、
や
が
て
男
女
の
特

性
や
固
定
化
・
定
型
化
さ
れ
た
性

役
割
に
基
づ
く
社
会
構
築
に
参
与

す
る
時
代
が
あ
り
（
後
年
、
共
学

校
も
共
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
を

再
生
産
し
た
と
批
判
を
受
け
た
）、

そ
れ
ら
の
超
克
を
志
し
て
（
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ’
以
前
か
ら
）
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
に
向
け
た
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト

や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
時
代
の
要
請
に
応
答
す
る
も

の
で
、
各
素
材
を
切
り
取
っ
て
で

は
な
く
、
大
き
な
連
山
の
一
部
と

し
て
議
論
す
る
も
の
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
連
山
を
見
わ
た
す
と
、
キ

リ
ス
ト
教
学
校
は
時
代
に
対
し
て

「
も
う
一
つ
別
の
選
択
肢
」
を
提

示
し
て
き
た
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ

ま
す
。
色
々
な
事
情
で
自
信
喪
失

し
か
ね
な
い
現
実
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
絶
望
的
と
は

思
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
解
放
さ

れ
た
人
を
送
り
出
す
た
め
に
力
を

尽
く
し
て
き
ま
し
た
。
新
た
な
枠

組
み
の
下
で
も
、
こ
の
歴
史
を
更

新
し
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

〈
神
戸
女
学
院
理
事
長
・
院
長
、

教
育
同
盟
常
任
理
事
〉

飯　謙

我、
山々に向かいて
目をあぐ

一
般
社
団
法
人 

キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
同
盟

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
振
興
助
成
」

 

２
０
２
５
年
度
申
請
を
募
集
中
で
す

　
キ
リ
ス
ト
教
学
校
教
育
を
推
進
す
る
研
修
・
研
究
等

へ
の
助
成
制
度
で
す
。
要
項
や
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
他
詳

細
は
教
育
同
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
「
お

知
ら
せ
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

助
成
金
＝
総
額
６
０
０
万
円

助
成
選
考
日
程
（
予
定
）

　
６
月
14
日
（
土
）
申
請
締
め
切
り

　
７
月
８
日
（
火
）
助
成
先
発
表
（
Ｈ
Ｐ
）

朴
え

元
もと

婀
あ

怜
れん

　「マルタ、マルタ、あなたは多くのことに思い
悩み、心を乱している。しかし、必要なことはた
だ一つだけである。マリアは良い方を選んだ。そ
れを取り上げてはならない。」
� （ルカによる福音書10章41～42節）

　私は職場のデスクに透明なマットを敷き、その
下にお気に入りのポストカードをいくつか挟んで
います。そのうちの一枚が、ヨハネス・フェルメ
ールの《マルタとマリアの家のキリスト》です。
フェルメール唯一の宗教画とされており、描かれ
たイエスのまなざしは柔らかく、絵全体から静か
なやさしさが伝わってきます。忙しさに追われ、
苛立ちながらパソコンに向かっているとき、ふと
その一枚が目に入ります。特に意図した場所に置
いたわけではありませんが、もしかすると無意識
に、忙しさに心を奪われがちな自分への静かなメ
ッセージとしてそこに置いたのかもしれません。
　毎年、特に慌ただしい日々を過ごすこの時期、
私はこのポストカードとともに、「マルタとマリ
ア」の物語を思い出すようにしています。奉仕に
励むマルタの姿は、日々せわしなく動きまわる自

分自身の姿と重なります。だからこそ、「注意し
てほしい」と訴えるマルタの言葉に現実味を感
じ、共感を覚えるのでしょう。しかしイエスは、
そのようなマルタに向かって「必要なことはただ
一つだけである」と語りかけます。フェルメール
が描いたイエスのように、静かに、しかし確か
に。その言葉は、私たちにもまっすぐに響き、慌
ただしく過ぎていく日常の中で置き去りにしがち
な心の静けさや、そして神との対話を思い出させ
てくれます。
　「ああ、忙しい、忙しい」と口にしながら、私た
ちへ呼びかけられている声を聞き逃してはいない
でしょうか。成果や効率が重視される社会の価値
観に取り込まれてしまうと、本当に大切にしなけ
ればいけないことを見失ってしまいます。そのよ
うな心の乱れの中にある私たちに、イエス・キリ
ストは今も一人ひとりの名前を呼び、「必要なこ
とはただ一つ」と語り続けておられます。足を止
めづらいこの時期だからこそ、周りに目を向け、
呼びかけられている声に静かに耳を傾けながら、
互いに声をかけ合い、思いやる心を持てたらと願
います。�〈同志社国際中学校・高等学校�宗教科〉

夏期研修会 参加申込みを受付中夏期研修会 参加申込みを受付中
要項・申込みフォームにはQRコード→同盟HPからお入りください

「
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
事
務
職
員
と
し
て
働
く
と
は
」

７
月
７
月
2626
日日（
土
）

（
土
）～～
2828
日日（
月
）

（
月
）

清
里・清
泉
寮
に
て
開
催

清
里・清
泉
寮
に
て
開
催

参
加
申
込
締
切 

６６
月月
1313
日（
金
）

日（
金
）

第第
6969
回
事
務
職
員
夏
期
学
校

回
事
務
職
員
夏
期
学
校

　
昨
年
、
山
梨
県
の
清
泉

寮
に
会
場
を
移
し
て
開
催

さ
れ
た
事
務
職
員
夏
期
学

校
は
、
今
年
も
同
会
場
で

７
月
26
日
（
土
）
～
28
日

（
月
）に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
校
長
に
は
中
島
昭
子
氏

（
捜
真
学
院
学
院
長
）、

主
題
講
演
に
は
昨
年
に
引

き
続
き
、
本
音
ト
ー
ク
が

満
載
の
、
キ
リ
ス
ト
新
聞

社
の
松
谷
信
司
氏
を
迎
え

ま
す
。
主
題
講
演
で
は
、

過
去
の
夏
期
学
校
で
何
度

も
講
演
さ
れ
た
電
通
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
・
鈴
木
契
氏
も
登
壇

し
、
牧
師
に
は
青
山
学
院

大
学
の
チ
ャ
プ
レ
ン
・
森

島
豊
氏
を
迎
え
ま
す
。

　
松
谷
氏
と
鈴
木
氏
の
お

二
人
が
、「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
で
事
務
職
員
と
し
て

働
く
と
は
？
」
と
い
う
毎

青
山
学
院
大
学
チ
ャ
プ
レ
ン

㈱
電
通
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
コ
ピ
ー
ラ
イ
タ
ー

キ
リ
ス
ト
新
聞
社
代
表
取
締
役

社
長
・
編
集
長

捜
真
学
院
学
院
長
、
キ
リ
ス
ト

教
学
校
教
育
同
盟
常
任
理
事

夏期学校校長

主題講演

牧師

主題講演

中島昭子氏

松谷信司氏

森島　豊氏

鈴木　契氏

年
恒
例
の
テ
ー
マ
を
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の

か
、
大
い
に
期
待
が
高
ま

り
ま
す
。

　
清
里
の
大
自
然
に
囲
ま

れ
た
、
新
人
層
を
対
象
と

し
た
夏
期
学
校
は
、
全
国

か
ら
参
加
者
が
集
ま
る
貴

重
な
研
修
会
で
す
。
研
修

の
枠
を
超
え
た
、
濃
密
な

３
日
間
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

�

佐
々
木
潤

〈
青
山
学
院
宗
教
セ
ン
タ

ー
、
事
務
職
員
夏
期
学
校

実
行
委
員
長
〉

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
様
子　

要
項
と
申
込
み
方
法
は
同

盟
Ｈ
Ｐ「
教
職
員
の
方
へ
」

→「
同
盟
事
務
局
」→「
夏

期
行
事
」
に
あ
り
ま
す
。

第15回中堅事務職員リトリート  申込締切 6/23（月）
8／21（木）～22（金）  同志社大学今出川キャンパス
　中堅層や中途採用の事務職員を対象に、
心身のリトリートとともに、キリスト教学
校としての自校の歴史を再認識し、建学の
精神を担う者として共に働く意義を改めて
学びます。

第58回全国聖書科研究集会  申込締切 6/20（金）
7／31（木）～8／2（土）  北海道クリスチャンセンター
　アイヌ民族とキリスト教の関わりを学び、
キリスト教学校の課題と可能性を共に考え
ます。ウポポイ（民族共生象徴空間）等、
アイヌ文化を学ぶフィールドワークもあり
ます。

第12回中堅教員リトリート  申込締切 6/27（金）
8／4（月）～6（水）  同志社びわこリトリートセンター
　ミドルリーダーを担う先生方、教員生活
の節目を迎える先生方が学校を離れ、琵琶
湖畔の静寂の中で聖書の言葉に耳を傾け、
黙想し、互いに励ましリフレッシュするひ
と時です。

第5回教員リフレッシュ合宿  申込締切 6/28（土）
8／18（月）～20（水）  奈良県洞川温泉あたらしや旅館
　自然豊かな場所で委員やカウンセラーと、
あるいは参加者同士で語り合い、寝食を共
にします。自分自身を見直し、回復と改善
の糸口を見出せるように、そして教育の業
に自信をもって励んでいけるようにしてい
くことが、この合宿の目的です。

聖書のことば

必要な
ことは…

研
修
会
参
加
に
も

ご
活
用
く
だ
さ
い
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本
欄
で
は
夏
の
研
修
会
か
ら
２
つ
の「
リ
ト
リ
ー

ト
」を
取
り
上
げ
て
紹
介
し
ま
す
。中
堅
教
職
員
を
対

象
と
し
た
集
会
で
す
。参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　
子
ど
も
た
ち
が
受
難
の

時
代
の
只
中
に
い
ま
す
。

保
護
者
の
方
々
、
教
職
員

の
皆
様
も
公
立
私
立
を
問

わ
ず
、
そ
し
て
キ
リ
ス
ト

教
学
校
で
も
困
惑
と
混
迷

に
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
明

治
以
来
の
日
本
の
学
校
制

度
、
学
び
の
あ
り
方
自
体

が
根
底
か
ら
問
い
直
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
残
念
な

こ
と
に
、
こ
う
し
た
深
刻

な
状
況
に
あ
っ
て
も
「
休

む
」
こ
と
に
対
す
る
罪
悪

感
は
学
校
現
場
で
は
根
強

く
あ
り
ま
す
。
今
や
子
ど

も
も
大
人
も
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
最
近

の
睡
眠
に
関
す
る
研
究
で

は
「
人
間
は
睡
眠
が
主
で

あ
り
、
起
き
て
い
る
間
に

少
し
働
く
の
が
本
来
の
あ

り
方
で
あ
る
」
と
発
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
近
代
、
産

業
革
命
、
資
本
主
義
が
経

済
の
み
な
ら
ず
社
会
の
あ

り
方
、
地
球
環
境
な
ど
あ

ら
ゆ
る
課
題
に
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
に
、
私
た
ち

の
教
育
現
場
で
も
働
き
方

改
革
が
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
皆
様
ご

存
じ
の
通
り
で
す
。

　
そ
う
し
た
環
境
で
子
ど

も
た
ち
は
も
と
よ
り
、
教

職
員
も
、
保
護
者
も
「
休

む
」
の
は
至
難
の
わ
ざ
で

す
。
ま
ず
は
一
旦
、
何
も

考
え
ず
に
現
場
か
ら
「
離

れ
る
」
こ
と
が
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
学
校
現
場
で
中
心
的

な
役
割
を
担
い
、
現
場
の

対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る

先
生
方
に
少
し
で
も
そ
う

し
た
体
験
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　
教
育
同
盟
の
中
堅
教
員

リ
ト
リ
ー
ト
は
、
お
か
げ

さ
ま
で
今
夏
12
回
を
数
え

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

教
育
現
場
の
困
難
な
課
題

と
向
き
合
っ
て
き
た
先
生

方
に
発
題
を
い
た
だ
き
、

朝
夕
の
祈
り
と
黙
想
の
時

に
支
え
ら
れ
、
互
い
に
辛

酸
を
吐
露
し
、
人
里
離
れ

た
北
小
松
の
リ
ト
リ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
か
ら
帰
る
時
の

先
生
方
の
表
情
は
晴
れ
晴

れ
と
、
穏
や
か
な
表
情
と

な
り
ま
す
。
管
理
職
の
先

生
方
に
は
、
何
も
言
わ
ず

に
こ
の
リ
ト
リ
ー
ト
へ
送

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
ご

理
解
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

大
橋
邦
一

〈
静
岡
英
和
女
学
院
中
学

校
・
高
等
学
校
校
長
、
中

堅
教
員
リ
ト
リ
ー
ト
実
行

委
員
長
〉

　
少
し
の
間
、
日
常
生
活

か
ら
離
れ
て
、
心
と
体
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん

か
？

　
忙
し
い
日
々
を
送
る
皆

さ
ま
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
い

た
だ
き
た
い
の
が
「
中
堅

事
務
職
員
リ
ト
リ
ー
ト
」

で
す
。

　
集
中
し
て
働
く
こ
と
は

大
切
で
す
が
、
視
野
が
狭

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
一
度
立
ち
止

ま
り
、
周
囲
を
見
渡
す
時

間
が
私
た
ち
に
は
必
要
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
リ
ト
リ
ー
ト

は
、
そ
の
よ
う
な
時
間
を

他
校
の
職
員
と
共
有
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。

【
参
加
者
の
声
よ
り
】

・�

研
修
の
内
容
以
外
に

も
、
仕
事
内
容
や
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
情
報
共

有
が
で
き
、
大
変
有
意

義
だ
っ
た
。

・�

気
さ
く
に
学
校
間
の
共

通
の
悩
み
を
語
り
合

い
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義

の
あ
る
べ
き
学
校
の
姿

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
話
し
合
う
こ

と
が
で
き
た
。

・�

他
校
の
方
々
と
対
話
す

る
中
で
、
自
校
に
足
り

な
い
部
分
を
相
対
的
に

見
つ
め
直
す
こ
と
が
で

き
た
。

・�

時
に
は
意
識
的
な
休
養

が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ

か
ら
新
た
な
力
を
得
ら

れ
る
こ
と
を
、
今
回
の

リ
ト
リ
ー
ト
を
通
じ
て

実
感
し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
が
、
次

の
一
歩
に
つ
な
が
る
気
づ

き
や
学
び
を
得
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
日
常
か
ら

一
旦
離
れ
た
か
ら
こ
そ
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
教
育
同
盟
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
募
集
要

項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

�

宮
内　
隆

〈
明
治
学
院
中
学
校　
明

治
学
院
東
村
山
高
等
学
校

職
員
、
中
堅
事
務
職
員
リ

ト
リ
ー
ト
実
行
委
員
長
〉

新
年
度
動
静

（
４
月
18
日
ま
で
に
文
書

で
の
報
告
分
。
前
年
度
未

掲
載
分
も
含
む
。
４
月
号

掲
載
分
は
省
略
。敬
称
略
。）

〈
開
学
〉

Ｏ
Ｃ
Ｃ

教
育
テ
ッ
ク
大
学
院
大
学

〒358-0033　
埼
玉
県
入

間
市
狭
山
台1-3-7

〈
閉
学
〉

北
陸
学
院
大
学
短
期
大
学

部〈
所
在
地
変
更
〉

東
北
学
院
榴
ケ
岡
高
等
学

校
〒981-3105　
仙
台
市

泉
区
天
神
沢2-1-1

〈
統
合
〉

桃
山
学
院
大
学
と
桃
山
学

院
教
育
大
学
を
統
合
、
桃

山
学
院
教
育
大
学
人
間
教

育
学
部
を
桃
山
学
院
大
学

の
新
学
部
と
し
て
設
置

〈
共
学
化
〉

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

女
子
校
か
ら
共
学
へ

活
水
女
子
大
学
看
護
学
部

看
護
学
科　
男
子
学
生
受

入
れ
開
始

〈
名
称
変
更
〉

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

↓
神
戸
松
蔭
大
学

〈
人
事
〉

遺
愛
学
院

遺
愛
女
子
中
学
・
高
等
学

校
校
長
＝
井
本
晴
雄

弘
前
学
院

大
学
学
長
＝
髙
松
彰

東
奥
義
塾

塾
長
、
中
学
校
・
高
等
学

校
校
長
＝
井
上
嘉
名
芽
、

事
務
局
長
＝
古
川
聡

盛
岡
大
学

大
学
・
大
学
短
期
大
学
部

学
長
＝
長
谷
川
公
一

基
督
教
独
立
学
園

事
務
長
＝
渡
辺
仁

新
島
学
園

短
期
大
学
学
長
＝
髙
山
有

紀東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園

東
京
基
督
教
大
学
学
長
＝

篠
原
基
章

青
山
学
院

総
局
長
＝
古
谷
一
弘

国
際
基
督
教
大
学

事
務
局
長
＝
川
合
直
之

香
蘭
女
学
校

理
事
長
＝
鈴
木
弘
、
中
等

科
・
高
等
科
校
長
＝
佐
藤

忠
博

日
本
聾
話
学
校

事
務
長
＝
鈴
木
学
秀

立
教
学
院

立
教
新
座
中
学
校
・
高
等

学
校
校
長
＝
塩
見
牧
雄

立
教
英
国
学
院

事
務
所
長
＝
長
谷
川
雅
之

ル
ー
テ
ル
学
院

日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
校
校

長
＝
宮
本
新
、
事
務
局
長

＝
滝
田
浩
之

聖
学
院

院
長
＝
菊
地
順
、
小
学
校

校
長
＝
田
村
一
秋
、
法
人

事
務
局
長
＝
中
島
美
和

平
和
学
園

ア
レ
セ
イ
ア
湘
南
中
学
・

高
等
学
校
校
長
＝
髙
野
昇

一
、
小
学
校
校
長
＝
小
林

直
樹

聖
坂
学
院

聖
坂
支
援
学
校
小
学
部
・

中
学
部
・
高
等
部
校
長
＝

藤
森
茂

聖
ス
テ
パ
ノ
学
園

小
学
校
・
中
学
校
校
長
＝

上
戸
基
夫

横
浜
英
和
学
院

事
務
長
＝
松
村
誠

山
梨
英
和
学
院

山
梨
英
和
大
学
学
長
＝
塚�

本
俊
也
、
事
務
局
長
＝
三

浦
一
秋

静
岡
英
和
学
院

院
長
＝
永
山
ル
ツ
子

北
陸
学
院

中
学
校
・
高
等
学
校
校
長

＝
阿
部
俊

岐
阜
済
美
学
院

中
部
学
院
大
学
学
長
＝
本

島
修
、
済
美
高
等
学
校
校

長
＝
石
田
達
也
、
事
務
局

長
＝
市
川
篤
丸

柳
城
学
院

事
務
局
長
＝
制
野
司

愛
農
学
園

事
務
長
＝
秋
田
信
治

同
志
社

女
子
大
学
学
長
＝
川
崎
清

史
、
国
際
学
院
国
際
部
・

初
等
部
校
長
＝
真
山
達
志

梅
花
学
園

学
園
長
＝
小
﨑
眞
、
梅
花

中
学
校
・
梅
花
高
等
学
校

校
長
＝
飯
島
敏
郎

Ｏ
Ｃ
Ｃ

教
育
テ
ッ
ク
大
学
院
大
学

学
長
＝
竹
村
治
雄

大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

大
阪
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
専
門

学
校
＝
山
根
一
毅
、
事
務

局
長
＝
小
林
直
樹

日
ノ
本
学
園

高
等
学
校
校
長
＝
原
安

志
、
法
人
事
務
局
長
＝
秋

本
隆
夫

関
西
学
院

千
里
国
際
中
等
部
・
高
等

部
部
長
＝
難
波
フ
ラ
ン
セ

ス啓
明
学
院

事
務
局
長
＝
高
田
純

夙
川
学
院

事
務
室
長
＝
富
家
晴
子

広
島
女
学
院

理
事
長
＝
海
田
智
浩

松
山
東
雲
学
園

法
人
事
務
局
長
代
行
＝
徳

永
高
志

福
岡
女
学
院

看
護
大
学
学
長
＝
松
永

彰
、
事
務
局
長
＝
碇
利
文

西
南
女
学
院

事
務
局
長
＝
中
島
徹

鎮
西
学
院

高
等
学
校
校
長
＝
齋
藤
州

澄

20252025  
夏
期
研
修
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

夏
期
研
修
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

中堅教員リトリート
2025年 8月4日（月）～6日（水）

同志社びわこリトリートセンター

〈要項等は1面のＱＲコードからご覧ください〉

中堅事務職員リトリート
2025年 8月21日（木）～22日（金）

同志社大学今出川キャンパス

〈要項等は1面のＱＲコードからご覧ください〉

会
場
は
琵
琶
湖
の
畔
に
あ
る

リ
ト
リ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ゆ
っ
た
り
し
た
空
間
で
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

「
黙
想
の
時
」
は
美
し
い

オ
ル
ガ
ン
の
響
き
の
中
で

情
報
交
換
会
会
場
か
ら
京
都

盆
地
と
大
文
字
山
を
望
む

　
リ
ト
リ
ー
ト
と
は
、
日
常
か
ら
離
れ
た
環
境

に
身
を
置
き
、
心
身
を
回
復
さ
せ
る
活
動
の
こ

と
で
、
英
語
で
は
「
避
難
」「
退
却
す
る
」
と

い
っ
た
意
味
も
あ
り
ま
す
。
静
か
な
空
間
で
過

ご
す
、
沈
黙
の
時
を
持
つ
、
祈
り
や
音
楽
で
心

を
豊
か
に
す
る
、
人
と
励
ま
し
合
う
な
ど
、
そ

の
取
り
組
み
方
は
様
々
で
す
。

「
リ
ト
リ
ー
ト
」っ
て
？

中堅教員リトリート
これまでの主題／発題テーマから

2014 「生きること」と「教師である」こと�
� ―�なおも《人間教育》を志す方々へ�―
2015 「『問いを生きる』教師へ」

2016 「キリスト教学校教師として40年目の節目の時に」

2017 「ひとりの教師として」�
　　（�授業の中での出会い・クラス担任として・�

� 生徒を理解するために）

　　 「キリスト教学校に勤める教師として」�
　　（��キリスト教学校の在り方、競争主義からの解放、�

保護者を支える、この時代に遣わされること）

2018・2019 「キリスト教学校の中堅教師として�
  �（主題）� ―�今、切実に求められていること�―」
2018 「キリスト教学校の教師に選ばれて～召命」

　　 「未来を描き、主に活かされて～使命」

2019 「福音を生きる～放蕩息子のたとえ～」

2021 「キリスト教学校の中堅教師として�
� 今、切実に求められていること」

　　 「新たな時代の“スクール・ミッション”を祈る」

2022 「時を超えて結ばれる絆�
� ―�キリスト教学校に繋がる希望と喜び」
2023 「あなたはどこにいたのか�
� ―�さまざまな『私』に寄り添う」
　　 「目に見えないものを大切にする�
� ―�共に生きる教育を目指して」　
2024 「変わらないものと変わりゆくもののはざまで」

中堅事務職員リトリート
これまでの主題／講演テーマから

2019 「キリスト教学校につながる喜び」�
� ―「建学の精神」の継承�―

2021 「キリスト教学校の使命と可能性」

2022 「建学の精神の継承」「建学の精神とお金」�
　　〈奨励〉「職員と教員との連携」

2023 「常在危機の中で希望を紡ぐ�
� ～キリスト教（主義）学校に遣わされて～」

2024 「サーバント・リーダーとは�
� ～キリスト教主義大学で働く意義～」

2023・2024 「キリスト教の教派について�
 （特別講演）� ～お互いの理解のために～」



（3） （月刊）（第三種郵便物認可）キ リ ス ト 教 学 校 教 育（７８3号） 2025年5月15日（木）
　
２
０
２
４
年
12
月
26
日

（
木
）
に
開
催
さ
れ
た
教

研
全
国
委
員
会
に
お
い

て
、
後
継
者
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
抜
本
的
見
直
し
案

が
提
示
さ
れ
、
各
地
区
に

お
い
て
こ
れ
を
検
討
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
提
案
は
、
後
継
者
養

成
部
会
の
事
業
を
大
幅
に

縮
小
し
、
こ
れ
ま
で
地
区

単
位
で
実
施
さ
れ
て
き
た

活
動
を
全
国
規
模
に
再
編

成
す
る
と
い
う
も
の
で
、

２
０
０
６
年
か
ら
継
続
さ

れ
て
き
た
方
針
を
大
き
く

転
換
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
見
直
し
の

背
景
に
は
、
各
地
区
に
お

い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
受
講
者

が
極
端
に
減
少
し
て
い
る

こ
と
や
、
参
加
者
の
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
採
用
を
行

う
学
校
側
の
状
況
の
変

化
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
就
職

に
直
結
し
な
い
こ
と
、
小

中
高
校
長
の
交
替
に
よ
っ

て
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
意
義
が

十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
な
ど
、
複
合
的
な
要

因
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
委
員
の
負
担
の
増
大

や
、
委
員
の
後
継
者
確
保

の
難
し
さ
、
広
報
活
動
の

限
界
、
加
え
て
全
国
的
な

教
員
志
望
者
数
の
激
減
状

況
、
公
立
学
校
教
員
採
用

試
験
の
前
倒
し
な
ど
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
継
続
に
追

い
打
ち
を
か
け
て
い
ま

す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま

え
、
全
国
委
員
会
で
は
、

委
員
会
の
あ
り
方
と
プ
ロ

グ
ラ
ム
内
容
の
全
面
的
な

見
直
し
を
行
い
、
２
０
２

５
年
度
か
ら
以
下
の
方
針

で
事
業
を
進
め
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

⑴�

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
国
オ

ン
ラ
イ
ン
形
式
に
再
構

成
し
、
地
区
ご
と
の
実

施
を
原
則
と
し
な
い
。

⑵�

キ
リ
ス
ト
教
学
校
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
講
座
は
オ

ン
デ
マ
ン
ド
配
信
に
切

り
替
え
、
全
国
か
ら
受

講
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
。

⑶�

対
象
者
を
現
役
大
学
生

に
限
ら
ず
、
卒
業
生
や

転
職
希
望
者
、
非
常
勤

講
師
な
ど
に
も
拡
大
す

る
。

⑷�

年
2
回
程
度
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
採
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
。

⑸�

学
校
見
学
会
は
当
面
休

止
し
、
要
望
が
あ
る
場

合
に
個
別
に
実
施
を
検

討
す
る
。

⑹�

新
任
研
修
は
地
区
や
関

連
部
会
の
委
員
会
に
委

ね
る
。

⑺�

広
報
体
制
を
再
検
討
し

充
実
化
を
図
る
。

⑻�

「
後
継
者
」
や
「
養

成
」
と
い
っ
た
語
が
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
る
可

能
性
を
踏
ま
え
、
部
会

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称

を
見
直
す
。

　
後
継
者
養
成
部
会
は
こ

れ
ま
で
、「
キ
リ
ス
ト
教

学
校
で
の
勤
務
を
希
望
す

る
者
を
発
掘
し
、
そ
の
希

望
者
に
キ
リ
ス
ト
教
教
育

の
基
本
的
理
解
と
必
要
な

資
質
を
育
成
す
る
こ
と
、

ま
た
そ
の
活
動
を
加
盟
校

へ
広
報
す
る
こ
と
」
を
目

的
に
、
20
年
近
く
に
わ
た

り
活
動
を
継
続
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
今
後
の
継

続
に
向
け
て
は
、
柔
軟
な

対
応
と
さ
ら
な
る
検
討
が

必
要
で
す
。
全
国
の
加
盟

校
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
理

解
、
ご
協
力
、
そ
し
て
建

設
的
な
ご
提
案
を
お
願
い

し
ま
す
。

�

伊
藤
　
悟

〈
青
山
学
院
大
学
、
後
継

者
養
成
部
会
委
員
長
〉

　
本
研
究
会
は
高
校
３
年

生
の
生
徒
奨
励
に
よ
る
礼

拝
か
ら
始
ま
っ
た
。
礼
拝

後
に
は
、
各
校
に
お
け
る

礼
拝
の
持
ち
方
、
生
徒
の

主
体
的
な
参
加
の
た
め
に

何
が
で
き
る
か
、
教
員
の

方
々
に
も
礼
拝
へ
の
理
解

を
よ
り
深
め
て
も
ら
い
、

奨
励
や
祈
祷
を
共
に
担
う

た
め
に
何
が
必
要
か
と
い

っ
た
話
し
合
い
が
行
わ
れ

た
。
ま
た
、
そ
れ
と
関
連

し
て
、
聖
書
科
の
授
業
内

に
お
い
て
祈
り
や
賛
美
を

行
っ
て
い
る
か
な
ど
の
質

疑
応
答
も
各
校
の
事
例
紹

介
と
共
に
交
わ
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
司
書
教
諭
の

柳
井
孝
太
先
生
よ
り
新
た

に
竣
工
し
た
繋け

い

真し
ん

館か
ん

（
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）
に
つ

い
て
伺
う
機
会
を
持
っ

た
。
こ
こ
に
は
入
門
書
か

ら
専
門
書
ま
で
約
６
万
冊

の
図
書
が
収
蔵
さ
れ
、
キ

リ
ス
ト
教
書
も
豊
富
に
揃

っ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
で
の

検
索
で
（
真
偽
を
問
わ

ず
）
す
ぐ
に
情
報
が
見
つ

か
る
時
代
に
、
い
か
に
生

徒
た
ち
に
文
献
に
あ
た
っ

て
も
ら
う
か
、
そ
の
価
値

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

で
き
る
こ
と
は
何
か
、
な

ど
の
課
題
を
考
え

さ
せ
ら
れ
る
時
間

と
な
っ
た
。

　
午
後
に
は
関
西

学
院
千
里
国
際
キ

ャ
ン
パ
ス
宗
教
主

事
の
土
井
直
彦
先

生
に
よ
る
研
究
授

業
が
行
わ
れ
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
中
心
に
置
く
こ

と
で
、
聖
書
の
言

葉
を
身
近
に
感
じ

る
き
っ
か
け
を
作

り
つ
つ
、
聖
書
か
ら
の
問

い
か
け
を
自
分
事
と
し
て

い
く
、
そ
の
過
程
を
共
に

体
験
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
後
の
全
体
会
で

も
土
井
先
生
よ
り
次
の
言

葉
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

「
知
識
享
受
・
知
識
獲
得

を
第
一
優
先
と
し
な
い
教

科
に
お
い
て
、『
聖
書
を

学
ぶ
意
味
と
は
何
か
』
と

問
わ
れ
た
時
、
重
要
に
な

る
の
は
聖
書
の
言
葉
が
ど

れ
だ
け
自
己
の
生
活
や
生

き
方
に
関
わ
る
か
を
考
え

る
機
会
を
提
供
し
、
授
業

の
学
び
を
ど
れ
だ
け
「
自

分
事
」
に
し
て
い
け
る

か
」。
こ
れ
は
多
く
の
聖

書
科
教
員
に
共
通
す
る
課

題
で
あ
り
、
日
々
問
わ
れ

て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
分

団
協
議
に
お
い
て
も
「
聖

書
か
ら
ど
の
よ
う
な
問
い

か
け
を
生
徒
に
し
て
い
る

か
」、「
聖
書
を
学
ぶ
の

か
、
聖
書
で
学
ぶ
の
か
」

と
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て

活
発
に
議
論
が
な
さ
れ

た
。

　
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

通
し
て
各
校
の
現
状
と
工

夫
、
あ
る
い
は
格
闘
や
苦

悩
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

よ
り
充
実
し
た
礼
拝
・
授

業
作
り
を
す
る
ヒ
ン
ト

と
、
こ
こ
に
来
な
け
れ
ば

得
ら
れ
な
い
繋
が
り
が
与

え
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
分

か
ち
合
い
が
盛
ん
に
な
さ

れ
、
今
後
も
参
加
者
に
と

っ
て
励
ま
し
と
研
鑽
を
積

み
合
え
る
研
究
会
と
な
る

よ
う
に
と
心
か
ら
願
う
。

�

川
江
友
二

〈
同
志
社
中
学
校
・
高
等

学
校
キ
リ
ス
ト
教
科
、
関

西
地
区
聖
書
科
研
究
会
実

行
委
員
〉

※
特
記
の
な
い
採
用
予
定

日
は
26
年
４
月
１
日
で

す
。

▽
北
星
学
園
大
学

▼
国
際
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
学
科

職
種
＝
①
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
他
又
は
国

際
経
営
関
連
分
野
②
国

際
経
営
学
・
地
域
経
済

論
他�

教
授
又
は
准
教

授　
各
１
名

採
用
予
定
日
＝
②
27
年
４

月
１
日

応
募
締
切
＝
５
月
28
日

▼
言
語
教
育
部
門

職
種
＝
英
語
教
育
・
応
用

言
語
学
他　
准
教
授
又

は
専
任
講
師　
１
名

応
募
締
切
＝
９
月
１
日

問
合
せ
＝
☎011-891-2731

▽
神
戸
女
学
院
大
学

▼
文
学
部
総
合
文
化
学
科

職
種
＝
公
共
政
策
分
野
、

法
学
分
野　
教
授
、
准

教
授
又
は
専
任
講
師　

各
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
26
日

問
合
せ
＝
☎0798-51-8549

▽
広
島
女
学
院
大
学

▼
全
学
共
通

職
種
＝
情
報
教
育
関
係
科

目　
教
授
、
准
教
授
又

は
専
任
講
師　
１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
１
日

応
募
締
切
＝
６
月
30
日

問
合
せ
＝
☎082-228-0380

▽
松
山
東
雲
女
子
大
学

▼
人
文
科
学
部
心
理
子
ど

も
学
科

職
種
＝
情
報
分
野　
教

授
、
准
教
授
、
講
師
又

は
助
教　
１
名

採
用
予
定
日
＝
９
月
20
日

応
募
締
切
＝
５
月
30
日

問
合
せ
＝
☎089-931-6211

▽
青
山
学
院
中
等
部

職
種
＝
数
学
科　
特
別
教

諭　
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-3407-7463

▽
立
教
池
袋
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
理
科
（
物
理
・
生

物
・
地
学
の
い
ず
れ

か
）、数
学
科
、音
楽
科
、

技
術
科
・
情
報
科
、
保

健
体
育
科　
専
任
教
諭　

各
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
20
日

問
合
せ
＝
☎03-3985-2707

▽
立
教
新
座
中
学
校
・
高

等
学
校

職
種
＝
①
社
会
科（
地
理
）

②
国
語
科
③
保
健
体
育

科　
教
諭　
各
１
名

応
募
締
切
＝
①
５
月
23
日

②
③
５
月
30
日

問
合
せ
＝
☎048-471-2323

▽
青
山
学
院
初
等
部

職
種
＝
全
科
（
担
任
）
特

別
教
諭　
１
名

応
募
締
切
＝
５
月
15
日

問
合
せ
＝
☎03-3409-6897

報 告

変化する教育現場と変化する教育現場と
後継者養成プログラムの再編後継者養成プログラムの再編

後継者養成部会

第第
146146
回回

関
西
地
区
聖
書
科
研
究
会

関
西
地
区
聖
書
科
研
究
会

分
け
合
う
こ
と
で
増
え
る
も
の

２
月
18
日
（
火
）、
同

志
社
香
里
中
学
校
・
高

等
学
校
に
て
開
催
（
参

加
者
18
名
）

研
究
授
業
（
土
井
直
彦
氏
）　

　
基
督
教
独
立
学
園
高
等
学
校

は
、
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
る

山
形
県
小
国
町
に
位
置
す
る
。

１
９
３
３
年
こ
の
地
に
居
を
定

め
た
鈴
木
弼
美
に
よ
っ
て
、
１

９
３
４
年
に
創
立
さ
れ
、
初
め

は
「
基
督
教
独
立
学
校
」
と
称

す
る
私
塾
で
あ
っ
た
。
戦
後
、

１
９
４
８
年
に
新
制
高
校
と
し

て
再
出
発
し
、
現

在
に
至
っ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
小

国
伝
道
は
鈴
木
の

師
で
あ
る
内
村
鑑

三
の
夢
で
あ
っ

た
。
夢
を
果
た
せ

な
か
っ
た
内
村
は

晩
年
、
弟
子
に
向

か
っ
て
「
今
ま
で
中
々
忙
し
く
て

そ
の
夢
を
は
た
す
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
が
、
誰
か
代
わ
り
に
行
っ

て
は
く
れ
な
い
か
」
と
語
り
、
鈴

木
の
決
断
は
そ
の
呼
び
か
け
に
応

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
独
立
学
園
は
全
国
か
ら
生
徒
が

集
う
全
寮
制
の
「
日
本
で
一
番
小

さ
な
高
等
学
校
」
と
言
わ
れ
る
ほ

か
」
と
尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
。

即
座
に
「
そ
れ
は
愛
だ
よ
」
と

お
答
え
に
な
り
、「
君
は
ど
う

思
う
の
か
」
が
問
わ
れ
た
。
何

時
も
問
い
が
つ
い
て
く
る
対
話

の
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
問

う
た
者
自
身
の
長
い
問
い
と
な

っ
て
、
記
憶
と
な
っ
て
残
る
よ

う
の
も
の
で
あ
っ
た
。

�

後
藤
正
寛

〈
基
督
教
独
立
学
園
高
等
学
校

校
長
〉

ど
の
少
人
数
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
開
校
か
ら
１
９
８
７
年
ま

で
鈴
木
は
校
長
を
務
め
、
文
字

通
り
共
に
生
き
る
生
活
を
す
る

中
で
、
多
く
の
生
徒
に
感
化
を

与
え
た
。
１
９
４
４
年
、
鈴
木

は
、
平
和
主
義
の
故
に
治
安
維

持
法
違
反
の
容
疑
に
よ
っ
て
検

挙
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
後

一
貫
し
て
平
和
へ
の
思
い
は
強

く
、
そ
れ
は
１
９
９
０
年
に
死

去
す
る
ま
で
続
い
た
。

　
鈴
木
は
、
教
育
者
と
し
て
は

対
話
の
人
で
あ
っ
た
。
私
が
学

生
の
頃
、「
真
理
と
は
何
で
す

鈴
木
弼す

け

美よ

し

（
１
８
９
９
～
１
９
９
０
）

基
督
教
独
立
学
園

身
近
に
接
し
た

キリスト教

Christian Educator Story

教育者物語

第107回

学
園
初
期
の
校
舎
　

鈴木の理想は今も現場に息づく
写真は卒業式前日の「さよなら音楽会」

全
体
会
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　キリスト教学校への入学や着任により、初め
てキリスト教の「礼拝」を体験する方はとても
多いです。「聖書や讃美歌の開き方がわからな
い」とか「キリスト教の信徒ではないけどいい
のかな」と心配している方もいることでしょ
う。今回は「礼拝」について共に考えてみまし
ょう。
　礼拝では聖書と讃美歌を用いますが、いずれ
もいくつか種類があり、学校によって違うもの
を使用していることがあります。また礼拝の形
式も学校の所属する教派などによって違ってい
ます。しかし共通していることがあります。礼
拝は英語で「service（奉仕）」といいます。
新約聖書の「礼拝」を意味する言葉に由来し、
日本語では礼拝を「ささげる」と表現します。
英語にはもう一つ、礼拝を意味する「worship」
という言葉もあります。「worthship（価値あ
ること）」に由来し、最も高いところにおられ
る神に仕えることを表します。言い換えると、
最も価値あるお方である神の前に、人間として

「在る」こと、つまり神と向かい合う存在であ
る自分に気づく場が礼拝です。神が招かれると
ころに私たちが向かい、神（のことば）に出会
います。聖書は「完璧な人間などいない」こと
を私たちに伝えていますが、神に心を向けると
き、人間は自分自身の本当の姿を知ることがで
きるのです。礼拝に参加する者は皆、「神とわ
たし」という一対一の関係に招かれている恵み
を心に留めることが大切です。
　初めのうちは意味が理解できなかったり、抵
抗感を持っている方もいるかもしれません。神
よりも、隣にいる人との関係を優先しておしゃ
べりしたい気持ちが抑えられないことも考えら
れます。教職員としてその場にいると、出席者
（児童や生徒、学生など）の態度が気になりそ
の対応に悩むことがあります。そのようなとき
には、まず第一に礼拝の意味を理解し、礼拝す
る者としての姿勢やあり方を自分が整えること
が大切です。それから「教職員」として指導に
臨みましょう。この時覚えておきたいことは、
そもそもキリスト教学校の礼拝は「奇跡」的だ
ということです。多くがキリスト教の信徒では
ないのに、神の前に立っているだけでも不思議
な光景ではないですか（それだけで神さまには
喜ばれているに違いありません）。寛容に優し
い目で見つめてくださる神の御心に倣う視点で
の指導が求められています。
　さあ皆さん、奇跡の礼拝をこの一年も祈りに
よって支えながら、ささげてまいりましょう。

奇跡の礼拝
関東学院六浦中学校・高等学校　学院宗教主任

伊藤多香子

キリスト教
＆QAキリスト教の理解を深めるために

＜行事予定＞ ※予定は変更することがあります
（３月時点で9月迄の決定分及び11月代表者協議会）
６／13㈮～14㈯　第113回定時総会
� （北星学園大学・オンライン併用）
　　21㈯　　　　第70回東日本小学校教職員協議会
� （捜真小学校）
７／26㈯～28㈪　第69回事務職員夏期学校
� （山梨県北杜市・清泉寮）
　　　　　29㈫　第８回西日本小学校教職員協議会
� （同志社小学校）
７／31㈭～８／2㈯　第58回全国聖書科研究集会
� （北海道クリスチャンセンター他）
８／4㈪～６㈬　第12回中堅教員リトリート
� （同志社びわこリトリートセンター）
　　７㈭～８㈮　第10回全国災害支援連絡会議
� （北陸学院、石川県輪島市他）
　　18㈪～20㈬　第5回教員リフレッシュ研修（合宿）
� （奈良県洞川温泉）
　　21㈭～22㈮　第15回中堅事務職員リトリート
� （同志社大学今出川キャンパス）
　　25㈪～26㈫　第5回中小規模学校連携協力懇話会
� （同志社中学校・高等学校）
　　28㈭～29㈮　第5回キリスト教活動担当事務職員研修会
� （東北学院大学五橋キャンパス）
　　29㈮　　　　第12回大学新任教員研修会（オンライン）
9／5㈮～６㈯　第11回全国事務局長・事務長会議
� （福岡女学院大学）
11／７㈮～８㈯　第67回学校代表者協議会� （青山学院）

　
東
北
学
院
大
学
で
は
２

０
０
３
年
よ
り
「
小
学
校

外
国
語
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
は
小
学
生

と
本
学
学
生
の
相
互
学
習

を
ね
ら
い
と
し
た
も
の

で
、
教
職
を
志
望
す
る
有

志
の
学
生
が
参
加
し
、
指

導
計
画
の
立
案
、
教
材
作

成
を
行
い
、
小
学
生
と
英

語
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

り
一
時
中
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
が
、
本
学
新

キ
ャ
ン
パ
ス
が
２
０
２
３

年
に
開
学
し
て
以
降
は
、

仙
台
市
内
の
小
学
生
を
夏

休
み
に
本
学
に
招
き
、

「
夏
休
み
子
ど
も
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
パ

ス
」
と
称
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。
こ
の
他
、
本
学

と
連
携
協
定
を
結
ん
で
い

る
宮
城
県
美
里
町
を
訪
問

し
て
、
同
様
の
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
小
学
校
で
は
、

３
・
４
年
生
で
外
国
語
活

動
に
取
り
組
み
、
５
・
６

年
生
で
外
国
語
（
英
語
）

を
教
科
と
し
て
学
習
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
英

語
学
習
の
入
り
口
と
な
る

小
学
校
英
語
教
育
へ
の
関

心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
活
動
で
一
貫
し
て
重
視

し
て
き
た
の
は
、
子
ど
も

た
ち
に
英
語
を
身
に
つ
け

る
こ
と
の
楽
し
さ
、
そ
し

て
、
大
切
さ
を
体
験
的
に

伝
え
る
こ
と
で
す
。

　
参
加
し
た
児
童
の
感
想

に
は
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

・
キ
ャ
ン
パ
ス
を
行
う
前

は
あ
ま
り
英
語
に
興
味
が

な
か
っ
た
た
め
、
好
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
・
キ
ャ
ン
パ
ス
を
と
お

し
て
（
中
略
）
英
語
の
楽

し
さ
に
気
付
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
英

語
が
で
き
る
と
た
く
さ
ん

の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
も
っ
と
英
語
を
学
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
い
っ
た
も
の
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
参

加
し
た
学
生
か
ら
は
「
小

学
校
外
国
語
ヴ
ォ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
で
は
、
小
学
生

を
相
手
に
し
て
行
っ
た
た

め
、
大
学
の
授
業
で
は
味

わ
う
こ
と
の
で
き
な
い
実

際
の
反
応
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
、
教
職
の
楽
し

さ
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
自
分
達
で
考
え
た

指
導
案
を
基
に
活
動
で
き

た
た
め
、
自
分
の
教
師
像

が
明
確
に
な
る
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
し
た
。」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
教
職
志
望
の
学
生

た
ち
に
と
っ
て
も
本
活
動

が
有
意
義
な
経
験
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
本
活
動
の
実

施
に
あ
た
っ
て
は
関
係
す

る
教
育
委
員
会
各
位
よ
り

多
大
な
ご
支
援
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
地
域
に
開

か
れ
、
地
域
に
根
差
し
た

大
学
と
し
て
、
今
後
も
こ

の
活
動
が
地
域
の
子
ど
も

た
ち
や
学
生
の
未
来
に
資

す
る
も
の
に
な
る
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

�

清
水
　
遥

〈
東
北
学
院
大
学
文
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部

教
育
学
科
准
教
授
〉

　
本
校
の
宗
教
部
は
、
中

学
・
高
校
聖
歌
隊
、
ハ
ン

ド
ベ
ル
、
学
校
Ｙ
Ｗ
Ｃ

Ａ
、
バ
イ
ブ
ル
と
５
つ
に

分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
聖
歌
隊
や
ハ
ン
ド
ベ

ル
は
、
関
係
団
体
の
日
本

基
督
教
団
の
教
会
や
近
隣

病
院
ま
た
地
域
イ
ベ
ン
ト

で
演
奏
し
ま
す
。
学
校
Ｙ

Ｗ
Ｃ
Ａ
は
お
米
を
集
め
て

釜
ヶ
崎
の
炊
き
出
し
の
お

手
伝
い
、
ま
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ワ

ー
ル
ド
・
ビ
ジ
ョ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
を
通
し
て
チ
ャ
イ

ル
ド
・
ス
ポ
ン
サ
ー
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
近
年
は
ハ
ン
ド
ベ

ル
の
演
奏
依
頼
が
多
く
、

イ
ベ
ン
ト
集
客
の
た
め
、

高
齢
者
の
多
い
教
会
に
生

徒
た
ち
の
元
気
を
届
け
る

た
め
、
あ
る
い
は
周
年
礼

拝
に
華
を
添
え
る
た
め
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
教
会
や
地
域
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
一

方
で
日
曜
日
の
礼
拝
で
奉

仕
す
る
生
徒
た
ち
は
演
奏

の
機
会
を
得
た
う
れ
し
さ

で
教
会
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
「
パ
ラ
ム
（
바
람 

風
と
い
う
意
味
）」
部
と

い
う
活
動
が
あ
り
ま
す
。

パ
ラ
ム
部
の
活
動
は
、
在

日
韓
国
人
の
多
い
生
野
区

の「
こ
さ
り（
고
사
리 

韓

国
の
山
菜
の
一
種
）」
と

い
う
障
が
い
者
の
就
労
支

援
施
設
と
協
力
し
て
い
ま

す
。
長
期
休
暇
の
時
は
、

生
野
区
の
施
設
で
パ
ン
や

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
販
売
や

包
装
を
手
伝
い
、
ま
た
毎

週
金
曜
日
は
学
校
内
で
の

出
張
販
売
を
引
き
受
け
て

い
ま
す
。
出
張
販
売
は
施

設
側
で
商
品
を
並
べ
た
り

釣
り
銭
を
数
え
ま
す
。
し

か
し
帰
宅
し
た
り
ク
ラ
ブ

活
動
に
向
か
う
生
徒
、
職

員
室
の
教
員
に
声
を
か
け

て
販
売
す
る
の
は
、「
パ

ラ
ム
」
部
の
大
切
な
活
動

で
す
。
販
売
さ
れ
る
パ
ン

と
ク
ッ
キ
ー
は
、
小
腹
の

空
い
た
放
課
後
の
生
徒
た

ち
の
ニ
ー
ズ
、
ま
た
退
勤

時
間
後
も
働
く
教
職
員
の

ニ
ー
ズ
に
見
事
に
対
応
し

て
い
ま
す
。
パ
ラ
ム
部
の

自
信
あ
ふ
れ
る
楽
し
そ
う

な
呼
び
声
に
生
徒
た
ち
は

思
わ
ず
足
を
止
め
、
教
職

員
の
帰
宅
時
間
は
さ
ら
に

遅
く
な
り
ま
す
。

　
本
校
が
２
０
１
８
年
の

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
校
認
定

に
際
し
て
、
そ
の
自
主
活

動
「
サ
ー
ビ
ス
」
を
他
者

と
共
に
共
同
体
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
よ
う
な
相
互

扶
助
の
活
動
で
あ
る
と
位

置
づ
け
ま
し
た
。
こ
の
経

験
は
「
愛
と
奉
仕
」
と
い

う
教
育
方
針
の
再
認
識
に

な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

奉
仕
す
る
と
い
う
の
は

「
助
け
て
あ
げ
る
」
と
い

う
一
方
的
な
視
点
か
ら
の

活
動
で
は
な
く
、
む
し
ろ

困
り
事
を
解
決
す
る
時
に

相
手
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
サ
ー
ビ
ス
は
、
奉
仕
す

る
自
分
た
ち
も
笑
顔
と
喜

び
を
た
く
さ
ん
与
え
ら
れ

る
相
互
的
な
体
験
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
今
後

も
、
奉
仕
す
る
喜
び
を
知

る
生
徒
が
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
よ
う
祈
っ
て
い
ま

す
。�
宮
岡
信
行

〈
大
阪
女
学
院
宗
教
主
事
〉

奉仕
Service Activities

わたしたちの

　
春
の
陽
気
が
心
地
良
い

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
新

緑
が
目
に
映
り
花
々
が
咲

き
誇
る
中
、
各
校
は
新
入

生
を
迎
え
活
気
づ
い
て
い

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新

し
く
奉
職
さ
れ
た
教
職
員

の
皆
様
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
事
務
局
も
心

機
一
転
、
６
月
定
時
総
会

や
夏
期
研
修
会
等
の
準
備

を
し
な
が
ら
、
各
校
や
各

委
員
会
の
動
き
を
感
じ
て

い
ま
す
。
紙
面
を
通
し
て

そ
の
息
吹
を
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。�

事
務
局
長

教職の楽しさを知る教職の楽しさを知る
夏休み夏休み
子どもイングリッシュ・子どもイングリッシュ・
� キャンパス� キャンパス

東北学院大学東北学院大学

～
宗
教
部
の
活
動
か
ら
～

～
宗
教
部
の
活
動
か
ら
～

「
愛
と
奉
仕
の
み
わ
ざ
を
励
み
、

「
愛
と
奉
仕
の
み
わ
ざ
を
励
み
、

��

清
け
き
か
お
り
世
に
は
な
つ
」

清
け
き
か
お
り
世
に
は
な
つ
」

大
阪
女
学
院
中
学
校・高
等
学
校

大
阪
女
学
院
中
学
校・高
等
学
校

芦屋浜教会にて 高槻教会にて

パン作りと販売のお手伝い

活動中は学生と小学生の笑顔があふれます


